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	氏名
	(韓国語)
	지민석
	住民登録番号
	800927-1075513
	年齢
	27
	

	
	(漢字)
	池旼錫
	Patriots/

Veterans
	いいえ
	携帯電話

番号
	011-9993-3649
	

	現住所
	ソウル市江南区狎鷗亭洞 現代APT 84の1104号
	

	TEL
	02-516-3649
	E-Mail
	Holyson80@hotmail.com
	


	職歴 [総期間 : 　　年　　ヶ月 ]
	
	希望職 / 語学能力Language ability

	期間
	会社及び部門
	
	希望
	部門
	役職

	年
	月
	-
	年
	月
	
	
	
	
	

	
	
	-
	
	
	
	
	1番
	PSS
	Sales
	新入社員

	
	
	-
	
	
	
	
	2番
	PSS
	Purchase
	新入社員

	
	
	-
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	-
	
	
	
	
	語学
	試験名
	点数 / レベル
	日時

	
	
	-
	
	
	
	
	英語 
	Toefl
	257/300
	2005.11.17

	
	
	-
	
	
	
	
	日本語
	JLPT 
	1級
	2006.12.03


学歴
	期間
	学校名
	専攻
	平均点数
(5.0変換)
	所在地
	備考


	年
	月
	-
	年
	月
	
	
	
	
	

	1996
	03
	-
	1999
	02
	現代高校
	
	
	ソウル
	入学 ~ 卒業

	1999
	03
	-
	2002
	02
	弘益大学
	経商学部
	4.47
	チュンナム
	入学 ~ 中退

	2002
	03
	-
	2007
	02
	弘益大学
	経営学科
	4.34
	ソウル
	編入 ~ 卒業

	
	
	-
	
	
	
	
	
	
	

	ㆍ空白期間 / 理由  (卒業前 / 卒業後)

ㆍ 複数専攻 /副専攻など .
	


	兵役/ 個人情報
	
	資格

	区分
	1.完了  2.完了しなかった  3.免除 (理由:          )
	
	資格名
	Level
	認証機関

	軍隊
	陸軍
	等級
	兵長
	機関
	2002.03.12 ~ 2004.04.20
	
	運転免許
	1種普通
	ソウル地方警察廳

	障害
	( 障害の程度 :       級 )
	
	
	
	


家族情報
	関係
	氏名
	年齢
	学歴
	職業
	会社
	役職
	住所
	同居如何

	祖父
	池重熹
	91
	徽文高卒
	
	
	
	
	同居

	父
	池培善
	60
	延世大學院卒
	教授
	延世大学
	正教授
	
	同居

	母
	李肅英
	56
	慶熙大學卒
	主婦
	
	
	
	同居

	姉
	池敏楨
	29
	延世大學卒
	主婦
	
	
	日本 東京
	非同居

	
	
	
	
	
	
	
	
	


経歴紹介
(応募日: 2006  .    .    )    
	Ⅰ. 応募動機とビジョン
	応募者 : 池旼錫

	応募動機
Canonは世界有数の企業の中でも一番充実な成長をしているいくつしかないグロ―バル企業だと知っていました。そういうCanonで新入社員を募集しているのを耳にした私はもう少し詳しくCanonに関する関連資料を収集するようになり、本当に御社が必要とする人はこの私だという気がして今回志願書を作成することになりました。
私は英語や日本語能力、またパソコン活用能力など大学時代から今まで引き続き自己啓発を通じ、専門性をもつ人材になるためベストを尽くしてまいりました。特に、専攻である経営学を通じ 1,2年の時は会計と通計など金融関連の科目を、 3,4年の時にはマ―ケティングと経営情報技術を中心的に学ぶなど経営学部生としての基本素養を兼備致しました。それに経営学部の性格上、多くのチームプロジェクトを通じチーム内での communication skillと業務に対する責任感、チームの構成員を配慮するリーダシップまで兼ねており御社の新入社員として十分基本的な能力を持っていると考えます。
従いまして、私に機会を与えてくだされば Canonの企業理念である□共生□のように私がまさに御社の夢を実現させる＂The one＂になれるよう私だけの差別化を絶えずにアップしながら Canonのみの先進システムと戰略的な接ぎ木で顧客の Needsを迅速に対応し、かえって顧客の Needsを創出できる Canonだけの意味がある差別化を主導的に作って御社 や社会に貢献する人材になることを予め約束致します。 

	ビジョン
□ワシの目とマラソンランナーの呼吸□
グロ―バル優良企業Canonに入社してからは、マーケティング専門家になりCanonをone world-class companyにするためいなくてはならないグロ―バル人材に成長したいのです。

そのための基本姿勢として私はいつも能動的で積極的な姿勢をもち、頂いた業務を円滑に消化できるよう努力し責任感を高める一方、余った時間を出来る限り活用してマーケティング関連の資格証取得にも力を入れ、自己能力を向上させ御社の人事プラット-ホ―ムシステムを通じ私がもっとも御社に使われる席にいられること、確信致します。

Canonで私は未明に起きまめまめしく顧客の Needsを把握し顧客の夢実現に役に立てる人材になります。また、韓国での潜在的可能性を探し御社の明るい未来を創造していくことに貢献致します。 

遠く見られるワシの目で、また忍耐心をもってまじめに走り続けるマラソンランナーの呼吸で業務に任じ、顧客満足という最高の価値を実現し御社がグロ―バル コンシューマー イメージィングの標準役割が遂行出来るよう努力致します。


Ⅱ. 詳細経歴
	期間
	会社及び部門
	業務内容
	役目と責任
	退社理由

	年
	月
	-
	年
	月
	
	
	
	

	
	
	-
	
	
	
	
	
	

	
	
	-
	
	
	
	
	
	


Ⅲ. 業務関連教育
	期間
	詳細内容
	機関名

	年
	月
	-
	年
	月
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


Ⅳ. 競争力のある知識と技 / 長点と弱点 / 主な実績 
	(1) 競争力のある知識と技
	応募者 : 池旼錫

	区分
	詳細内容

	人性
	□選択と集中□
 全てのことに深思熟考で選択し、その選択したのは集中することにより後悔を残さない男になれるよう努力してまいりました。 
 信念なしの選択と熱情がない努力で生きていくよりは自分の夢を向かいその瞬間毎に最善を尽くしていく誓いが私の生活信条です。この信条は常に私がもつ潜在力と可能性を積極的に開発することです。このような私の考えは瞬間毎絶え間がない挑戦と粘り強い努力を可能にしてくれた原動力でもあります。
また、このような私の生活信条を Canon全体に拡大し人と違った競争力で昇華させていけるよう努力致します。

	海外經驗
	□不慣れた空間で柔軟な考え方を私の物に□

日本とアメリカという不慣れた空間で暮しながら本や講義で学べなかったことを体で体験しました。小学校時代、交換教授で東京大学へいった父に付いていった私は幼いごろ慣れてないところで暮しました。特に、業平小学校に通いながら日本の友だちと付き合い日本語のコミュニケ-ションスキルと共に韓国文化との違いを理解しながら思考の幅を広げたのは大きな幸運でありました。また、大学を入ってからは1学期を終えた後、交換教授でアメリカのインディアナ大学へいった父に付いて1年あまりアメリカ暮しでの語学研修と東西横断及びカナダとアメリカを50日越えての旅行をしながら北米大陸のまた違う文化を体験したのは世界化されていく今日を理解するのに大きな資産でもありました。
このような経験はグロ―バル企業Canonで グロ―バル時代にあう open マインドと若さの代名詞である新鮮さ、そして専門性を兼ねた先見をもつ人材として役に立つと思われます。

	優秀な

パソコン
活用能力
	インターネットを利用した広範囲な検索 MS Word, powerpoint, Excel, photoshop, Premierなどいろんなプログラムを活用して最も分析力報告書を作るためスキルを開発してきました。


(2) 長点と弱点 / 主な実績 
	区分
	詳細内容

	長点
	私は マーケティング業務を遂行する時一番必要とする顧客指向的なマインドと積極的な対人関係が広げられる能力を兼備しております。教会で Group Bible studyのリーダとして 3年目 30人の組員を導いて社会·農村の奉仕活動に参加しながら私自身よりは他人を先に配慮する姿勢を具備するようになりました。これを通じ身につけた犠牲と奉仕精神を土台にいつも親切なサービス精神が発揮出来ます。
また、いつも微笑みをわすれない肯定的な性格と幅広い対人関係をもって私がこれからお目にかかる皆さんにご機嫌の１日をプレゼントできる御社の魅力的な人材になれます。

特に、事毎に慎重で落ち着いた態度は正確な業務処理が要求される銀行の特徴とよく合うと思われますし、このような業務態度は顧客満足と信頼を養う第一歩にもなります。

	弱点
	軍服務中偏食を直そうとしましたが、まだ完全にその悪癖か無くなったのではありません。

	主な実績
	実際の大学時代、チームプロジェクトで進行されるのが多かったですが、そのなかでも記憶に残るのは実際に企業で使用されている SCMを調査した後、現在その業務に従事している担当者(GS retail)に会ってインタビュ―し講義で学んだのが企業現場ではどういうふうに活用されていて、また問題はなにかを分析することでした。チームの構成員はほとんど学期末試験の準備で忙しいから実際のインタビュ―は略しようと言ってましたが、これが今回のプロジェクトのキーであることを確信した私は、余裕がある友だち１人と一緒に当該企業の営業場と顧客にまで訪問し事前調査を徹底的に行ったあと、その企業の担当者とインタビュ―した時やっと授業では教わることが出来ない部分まで解るようになったことでした。 
ところが、問題はインタビュ―に参加出来なかったチームの構成員との情報共有のことでした。相当な分量の資料をチーム員に配り説明するのには時間が足りなかったし効率も落ちていました。ある物や現象を理解するのに図表もしくは図式化するのが得意な私は持っている情報をPower Pointの効果を利用し１枚に表れました。チーム員全てが易しく理解することが出来たし、また学んだ授業内容も整理されよかった評価してくれました。これで情報の不均衡でチーム内が瓦解される危機もあった雰囲気が新たに仲よくなり、発表のあと教授と他チームにも誉め称えられました。これを見て私は業務を担当することにとって何よりも大事なのは現場で見て、聞いてまた教わることだし、それを効率的で効果的にチーム内で共有することだと実感しました。今でも同前、ある共同体にいても低い者としての仕える姿勢とその共同体のため先に先駆ける大切な歩みになるために努力しております。
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